































1982, c.413 // 1987）。
　とりあえずここで指摘しておきたいことは、この二つの命題は、後述するよ









































































































借りずに」把握せねばならない、と述べている（1807 // 2002, c.51 // 1997）。こ
こに含意されているのは、対象を把握する際の概念（さらには形象、表象）が媒介
と位置づけられていることであろう。さらにヘーゲルは、無媒介的な感覚的確




きない。人びとが自分が念頭においているこの一枚の紙を実際に語で в словах 表
18
現したいと思っても、また語で в словах 表現したとしても、これは不可能である。
なぜなら、念頭におかれた感覚的な 「このもの」 は、それ自体が普遍的な意識に属





















































（1929 / 2003,c.1021 // 2008, pp.239-40, 1931 / 1983, c.143-4 // 2005, 180-1）。その際、




























































































































「プログラム細胞死 programmed cell death」を含んでいる（Lewin, Benjamin et 
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への分解》に似ている（1934 / 1982 // 2001, 第 1 章参照）。
 9） ヴィゴツキーは、自己意識の発達が始まると考えられる13歳の危機について、よ
りミクロな分析を試み、そこにノーマルな「分裂機能」を心理的新形成物として取
り出している（2001 // 2012）。
10） 自己意識が理性の次元における真の思惟の契機になるという観点からすれば、現
在の中等教育は上記のような種類の違和感・不思議さを多方面において育てていく
ことにあまりにも無頓着であり、また、大学教育もそのことの価値にあまりにも無
自覚である。ここに現代の教育が「考える力」を改めて主張しつつもその実現に本
格的に着手できない不幸がある。
